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（認定番号）3101号 株式会社ソニック 株式会社タイガー

 　
 

株式会社タイガー　https://www.tiger-inc.co.jp/

（認定番号）3102号

①「SamlyⅡ」1台当たり　132,800円～169,000円（単位：台）(※最小発注単位：1台)
②「WEBドラサービスV2」　2,178円～2,398円（単位：台・月額）※その他　初期費用がかかります。

ブラウザで通信型ドラレコ管理
「WEBドラサービスV2」（ウェブドラサービスブイツー）
ブラウザで通信型ドラレコ管理
「WEBドラサービスV2」（ウェブドラサービスブイツー）

空港で航空機の離着陸を支援する低層風情報提供システム
「SOLWIN」（ソルウィン）       
空港で航空機の離着陸を支援する低層風情報提供システム
「SOLWIN」（ソルウィン）       
       
      

　

　

　

　
竹添　幸男
東京都千代田区神田猿楽町2-1-14 A&Xビル2F
03-5283-7232
トラックメイトPro3、トラックメイト配車Pro、
あずかりメイト、WEBドラサービスV2

　運輸・物流業向けパッケージソフトの開発・販
売を始めて40年の老舗企業です。代表的なソフ
トは運輸総合管理システム「トラックメイト」、
通信型ドラレコ管理システム「WEBドラサービ
ス」などがございます。

　WEBドラサービスV2は通信型ドライブレコーダー「SamlyⅡ」を管理するWEBアプリケーションです。車
両の危険運転映像の確認や運転診断、稼働時間の確認等をWEBから行えるサービスとなっております。
■WEB上でドライブレコーダーの映像確認が可能
　ドライブレコーダーのイベント映像は随時クラウド上へアップロードされています。管理者は車両からSD
カードを回収することなく、必要な映像をWEB上で閲覧することができます。また、過去の映像も遡って検索
ができます。
■200時間前の過去動画をWEB上から取得
　超長時間録画の実現により、WEB上から動画を日時指定して取得することが可能です。取得できる1動画あ
たりの長さは最大30秒で、およそ200時間前までの動画を取得できます。(1日8時間稼働の場合、約25日前まで)
■バック事故対策
　車両からバック信号を取得することで、後退時に任意の速度を超えた場合や、後方の確認が不十分のまま後
退を始めた場合の動画をイベントとして切り出して、クラウド上にアップロードする機能を搭載しています。

　社有車（主に営業車、サポートカー）の動態管理と危険運転管理。産廃業のパッカー車、ダンプの位置管理と
発着地の動画による進捗管理。フォークリフトや大型重機（クレーン車など）の危険挙動の確認に利用可能。

　WEBドラサービスシリーズ累積　70社　1500台（契約）

30,000千円～45,000千円       
       

鈴木　敏夫
東京都立川市曙町1-18-2 一清ビル
042-512-5491
超音波風向風速計、音波レーダ(ドップラーソーダ)、
超音波式波浪観測装置、ソナー、魚群探知機、
超音波流量計etc.

　気象海象機器事業、水産機器事業、工業計測機
器事業の３事業体制。超音波計測をコア技術と
した機器の開発、製造、販売、施工、取付けおよび
保守点検業務を行っている。

　空港上空の低層風を測定する音波レーダを滑走路端近くに設置し、実時間の風観測情報（風向・風速の高度
変化や乱気流情報）をエアラインのパイロットや地上運航関係者に提供して離着陸の安全性と運航の効率化
に寄与する商品です。
■空港上空の乱気流を地上から遠隔監視
　空港上空の上下流を含む乱気流を地上から遠隔監視し、リアルタイムでエアラインのパイロットや地上運
航関係者に情報提供⇒飛行に影響が大きい上下流の監視・情報提供も可能です！
■音波レーダによる地上100mの仮想鉄塔観測
　従来の地上10mの気象鉄塔観測から音波レーダによる地上100mの見えない仮想鉄塔観測へ⇒パイロット
が有効性を認めた日本独自の低層風情報提供システムです。地形性の低層ウィンドシア（風分布の変化）の監
視に最適です。
■既存のインターネット、航空無線で情報を活用
　既存インフラ（インターネット、航空無線）の活用により情報の利用が容易⇒パイロット等の利用に際し、追
加設備が不要（空港へのセンサ設置のみ）なため、地方空港でもコスト的に導入が可能です。

　地形に起因する乱気流問題を抱える山間部の地方空港や島嶼部の空港での使用が想定されます。低層のウィ
ンドシアの監視を特長とするので大空港における格納庫後流やピンポイントの乱気流監視にも有効です。

　宇宙航空研究開発機構（JAXA）
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SOLWINシステム系統図 WEBドラサービスV2動態管理画面 WEBドラサービスV2イメージ画像

通信型ドライブレコーダーSamlyⅡ

音波レーダ（空港）

航空無線（ACARS）
システム

サーバー

航空機上への情報提供

ACARSを介して提供

（航空無線）

エアライン運航支援用端末

地上での情報提供

地上端末にて
ウェブで提供

SOLWIN
インターネット 【 SOLWIN システム系統図】




